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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】
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Ｇ
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Ｓ
Ｓ
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コ
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【
作
者
名
】
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．
Ｄ
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【
あ
ら
す
じ
】

　
　
１
９
６
４
年
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
を
経
て
、
世
界
は
再
び
核
戦
争
の
危
機
を

迎
え
て
い
た
。
「
悪
魔
の
兵
器
」
制
作
者
の
ソ
コ
ロ
フ
か
ら
亡
命
の
希
望
を
う

け
、
特
殊
部
隊
Ｆ
Ｏ
Ｘ
の
一
人
が
ソ
連
へ
と
飛
び
降
り
た
…
…

　
後
の
「
メ
タ
ル
ギ
ア
を
巡
る
物
語
」
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
後
に
伝
説
の
英
雄
、
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る
一
人
の
傭
兵
の
物
語
。
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た
だ
今
は
試
験
掲
載
で
す
。
本
格
掲
載
は
い
つ
に
な
る
か
不
明
で
す
。
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第
二
次
大
戦
後
、
世
界
は
東
西
に
二
分
さ
れ
た
。

　
冷
戦
と
呼
ば
れ
る
時
代
の
幕
開
け
で
あ
る
―
―
―
―

　
１
９
６
４
年
８
月
２
４
日
Ａ
Ｍ
５
：
３
０
パ
キ
ス
タ
ン
上
空

　
一
機
の
ガ
ン
シ
ッ
プ
が
飛
行
し
て
い
る
。
灰
色
の
機
体
を
持
ち
、
高
度
三
万

フ
ィ
ー
ト
を
飛
行
す
る
そ
れ
に
、
あ
る
特
殊
部
隊
が
搭
乗
し
て
い
た
。

「
間
も
な
く
ソ
連
領
空
に
近
付
き
ま
す
」

　
ガ
ン
シ
ッ
プ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
告
げ
、
続
け
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
。

『
降
下
２
０
分
前
…
…
機
内
減
圧
開
始
』

『
装
備
チ
ェ
ッ
ク
』

『
ア
ー
ム
メ
イ
ン
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
（
自
動
開
傘
装
置
の
ア
ー
ミ
ン
グ
ピ
ン
を
外

せ
）
』

『
よ
し
、
準
備
は
い
い
か
』

　
そ
れ
ま
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
は
違
い
、
渋
み
を
持
っ
た
声
に
変
わ
る
。

『
高
気
圧
、
依
然
と
し
て
目
標
地
域
に
停
滞
中
』

　
す
か
さ
ず
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
時
の
声
に
変
わ
り
、
気
象
状
況
を
告
げ
る
。

『
雲
底
高
度
、
視
程
無
現
！
』

『
い
い
ぞ
、
視
界
は
良
好
だ
』

　
ガ
ン
シ
ッ
プ
の
後
部
ハ
ッ
チ
。
そ
こ
に
、
一
人
の
男
が
腰
か
け
て
い
る
。
葉
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巻
に
火
を
つ
け
、
後
ろ
に
は
大
き
な
バ
ッ
グ
そ
の
他
を
背
負
っ
て
い
る
。
ブ
ラ

ウ
ン
の
長
く
も
短
く
も
な
い
髪
と
、
青
い
透
き
通
っ
た
目
、
そ
し
て
ゆ
っ
た
り

と
し
た
動
作
は
、
こ
の
軍
用
ガ
ン
シ
ッ
プ
に
一
見
ミ
ス
マ
ッ
チ
し
て
お
り
、
そ

の
実
と
て
も
似
合
っ
て
い
る
。

「
葉
巻
を
消
せ
」

　
そ
の
男
の
対
面
に
立
っ
て
い
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
男
が
、
彼
に
注
意
す
る
。
こ

の
後
に
減
圧
す
る
機
内
で
は
、
煙
草
や
葉
巻
は
た
い
へ
ん
危
険
で
あ
る
か
ら
だ
。

『
酸
素
ホ
ー
ス
を
気
体
の
コ
ネ
ク
タ
に
接
続
…
…
』

　
再
び
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
。

『
マ
ス
ク
装
着
せ
よ
』

　
し
か
し
、
彼
が
動
じ
る
気
配
は
無
く
未
だ
に
葉
巻
を
吸
っ
て
い
る
。

「
…
…
あ
の
男
素
人
か
？
」

　
彼
に
背
を
向
け
、
男
は
小
さ
な
声
で
呟
く
。

『
降
下
地
点
に
接
近
中
…
…
降
下
１
０
分
前
』

リ
リ
ー
ス
ポ
イ
ン
ト

『
お
い
っ
！
　
聞
こ
え
た
か
？
』

　
再
び
渋
い
声
の
方
の
男
が
彼
に
注
意
を
促
す
。
未
だ
に
葉
巻
を
吸
っ
て
い
る

た
め
だ
。

『
葉
巻
を
消
し
て
マ
ス
ク
を
装
着
し
ろ
』

　
そ
の
声
に
左
右
に
小
さ
く
首
を
振
り
、
彼
は
左
に
向
か
い
葉
巻
を
投
げ
捨
て

る
。
そ
の
方
向
は
後
に
開
く
後
部
ハ
ッ
チ
だ
。
数
秒
の
滞
空
を
終
え
、
金
属
製

の
機
体
の
上
に
落
ち
る
。

　
そ
の
後
マ
ス
ク
を
落
ち
着
い
た
様
子
で
装
着
し
、
同
時
に
橙
色
の
ラ
ン
プ
が

点
灯
す
る
。

『
機
内
の
減
圧
完
了
。
酸
素
供
給
状
態
確
認
』

『
降
下
６
分
前
！
　
後
部
ハ
ッ
チ
開
き
ま
す
！
』

　
彼
は
少
し
だ
け
首
を
左
に
向
け
る
。
と
、
直
後
に
ゆ
っ
く
り
と
後
部
ハ
ッ
チ

が
開
放
さ
れ
る
。
眩
い
光
が
入
り
こ
み
、
同
時
に
強
い
風
が
吹
き
込
ん
で
く
る
。

『
日
の
出
で
す
…
…
』

　
そ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
共
に
後
部
ハ
ッ
チ
が
完
全
に
開
き
き
る
。

『
外
気
温
度
、
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
４
６
度
』
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『
降
下
２
分
前
…
…
起
立
せ
よ
』

ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ

　
ゆ
っ
く
り
と
彼
は
立
ち
上
が
り
、
後
部
ハ
ッ
チ
を
再
び
見
や
る
。

『
時
速
１
３
０
マ
イ
ル
で
降
下
す
る
。
風
速
冷
却
で
の
凍
傷
に
注
意
し
ろ
』

　
再
び
渋
い
声
の
方
の
男
が
彼
に
注
意
を
す
る
。

『
降
下
１
分
前
…
…
後
部
に
移
動
せ
よ
』

　
そ
の
声
に
ゆ
っ
く
り
後
部
ハ
ッ
チ
に
移
動
し
始
め
る
。

『
酸
素
装
置
作
動
』

ペ
イ
ル
ア
ウ
ト
ボ
ト
ル

『
こ
れ
が
記
録
に
残
る
世
界
初
の
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｏ
降
下
に
な
る
…
…
』

　
し
み
じ
み
と
呟
く
渋
い
声
の
方
の
男
。
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｏ
降
下
…
…
高
高
度
か
ら
降

下
を
開
始
し
、
超
低
高
度
で
開
傘
す
る
技
術
で
あ
り
、
レ
ー
ダ
ー
な
ど
で
捉
え

に
く
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
転
が
っ
て
き
た
葉
巻
を
靴
裏
で
強
制
的
に
消
火
し
、
そ
の
ま
ま
ゆ
っ
く
り
と

前
進
す
る
。

『
降
下
１
０
秒
前
…
…
ス
タ
ン
バ
イ
』

　
後
部
ハ
ッ
チ
の
淵
一
歩
手
前
に
ス
タ
ン
バ
イ
す
る
彼
。

『
全
て
正
常
、
オ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
！
』

　
橙
色
の
ラ
ン
プ
二
つ
が
、
緑
色
の
ラ
ン
プ
に
変
わ
る
。
あ
と
は
飛
び
立
つ
の

み
―
―
―
―

『
降
下
準
備
…
…
カ
ウ
ン
ト
…
…
５
　
４
　
３
』

　
淵
ギ
リ
ギ
リ
に
立
つ
。

『
２
　
１
―
―
―
』

『
鳥
に
な
っ
て
こ
い
！
　
幸
運
を
祈
る
！
」

　
体
を
前
に
傾
け
、
彼
が
―
―
―
―
後
に
「
英
雄
」
と
呼
ば
れ
る
男
が
今
飛
び

立
っ
た
。

　
前
方
向
へ
い
く
ら
か
回
転
し
、
そ
の
勢
い
は
少
し
ず
つ
速
く
な
っ
て
い
く
。

や
が
て
膝
を
抱
え
う
ず
く
ま
る
よ
う
な
体
制
に
な
る
。
五
回
程
の
回
転
を
経
て

ヘ
ッ
ド
ダ
ウ
ン
の
体
勢
と
な
る
。

　
空
気
抵
抗
が
大
き
く
減
っ
た
事
で
急
加
速
し
、
ガ
ン
シ
ッ
プ
の
い
る
高
度
か

ら
彼
を
目
視
す
る
事
は
、
も
は
や
不
可
能
と
な
っ
た
。
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（
後
書
き
）

　
ま
だ
本
格
掲
載
で
は
な
く
、
い
つ
開
始
す
る
か
は
「
近
い
う
ち
」
と
し
か
言

え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
な
る
べ
く
早
く
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
も
し

よ
ろ
し
け
れ
ば
ユ
ー
ザ
ー
ペ
ー
ジ
に
定
期
的
に
で
も
お
目
を
お
通
し
頂
け
る
と

嬉
し
い
で
す
。

　
本
格
掲
載
の
際
に
参
考
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
感
想
、
ア
ド
バ
イ
ス
、

批
判
諸
々
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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